平成27年度における剰余金の概要（案）









資料３





H27年度剰余金の概要








１．損益計算書等における利益（剰余金）





◎損益計算書の概要


ｱ_経常費用　　　　　　　　　　２，７１６百万円


ｲ_経常収益　　　　　　　　　　２，７８６百万円


ｳ_経常利益（＝経常収益－経常費用）　７０百万円


ｴ_臨時利益（＝臨時利益－臨時損失）　　１百万円


ｵ_当期純利益（ｳ+ｴ）　　　　　　　　 ７１百万円


　ｶ_目的積立金取崩 　　　　 　　　　　１９百万円


当期総利益（ｵ+ｶ）　　　　　　　　 ９０百万円





２．平成27年度決算における剰余金の主な要因





【収入の増等】


　Ａ．設備開放収入などの事業収入の増加及び効果的な予算執行による


事業支出の節減による剰余金　　　　　　　　　　　　　　　　　約４４百万 


　　　（事業収入の増から事業支出分を差引いた収益）








【経費の削減】


　Ｂ．職員の努力による人件費の剰余金　　　　　　　　　　　　　　　約３４百万


　　　職員数が定数に足らない状況において、職員の努力により


平成27年度の数値目標を全て達成したことによるもの


　





【その他】


C．会計処理上の利益　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約１２百万　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　事業収入を財源とした固定資産の取得に伴い発生した現金の


裏づけのない利益など





７８百万





H27年度　利益処分（案）








　当期総利益９０百万


　　　　　　


　○知事の承認を受け目的積立金とするもの　・・・・・・・・・・・・７８百万円　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　（地方独立行政法人法第４０条第３項）


　　　


○積立金とするもの・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２百万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　（地方独立行政法人法第４０条第１項）








